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三三：竺三㌢
転籍陣っ藻繰言へ
iキャンプ。を　を0近づに鶏定義紹

キャYIrつての惇∵写譜着にいづこ
になる。で一、日わ締る層彊着と

キ〆jJiトを鴻モ満会、璃離新二
とって軍曹玲んて　蓄潜ま毒で中二

なくな二一，てし琴1ている。

話芸二義
ミ土色＿聖竺竺聖二望里

牽のき＿少しでも　解楽しようとして

亀か掛：婦凍れ頼る。

姦豊実∵ワーク幸や亨こあって捌き、

毒草奉薬的谷輩だ￥鳥減る。

了鶏蒜範疇姥語
学笠って勧善、里謡から嬢蓮した
〔薄紫まう
そこら諜ううカしあれ春日学級百

うっ亀三宅蚤　箆も検浅し榔1のせ肴。

諒解というの舌．俺め上馬志向を

号を生き日馬蟹で、凄虔啓ものを
釣るの予てお

宅．し、畳替の？縞粟に倒魔を見出首
●武芽∵それ甘苦II連語レ相レで一

極狙ているかということで、しょう。

の方が　説経舟がある毛の。

華子画工こじって時やお年一駐車

撃蕎泳者だろう。∴∴した章ノワークキャッ
プ式台、一考掌慈ぼ享註ン圧電、篤鴬の

由こ書き込むこじ÷二束ぅず、

うここら緒謹ませる＝瀬1

王と＿一　一一’一二三‾

詰掲薄憑坊間縫
葦馨

＼一一一，＿一二一一一‘／

rお鶉、灘溝鼠だ
「必ざ葺諦念の一難で毒、今

に葵現させていく」

学監である二℃玉薗1てしま1て
いるボクは学生で－あ畠1う存

在その毛のを上のことに心髄は

せてとらえ遺す撃聾に勘こ
せ喜ら雄和lる

掌聖者頓智I

ヽ
申
年
I
－
一
箪
㌶
蜜

l
1
，
－
i
～
‘
1
1
●
－
1
－
－

月
日
日
日
汗
＿
－
、
日
子
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籠
麗
凝

誓教母看、京十，分秒の母音。やっぱり

鞠毅を薬蜃しだうえで俄雪習っての葎

譲魂緒論が当然蕊

築港鱒シ対し蜜の挙習撫もうここを蕃え

r


